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9月主催公演情報から ※8月の主催公演はありません

9月16・17日 紀尾井朗読スペシャル
いのちをともにした女たち～近代日本女性史～【邦楽】
市川森一脚本「蝶々さん～ある宣教師夫人の日記より～」
（出演：麻実れい、藤舎名生　ほか）

24・25日 堀越真脚本「廃墟～谷崎を読む女たち～」
（出演：江波杏子、米川裕枝　ほか）

21日 バッハ／カンタータへの招待
「死への3つのまなざし」ジョシュア・リフキンを迎えて

お問い合わせ・チケットのお申し込み先：紀尾井ホールチケットセンター
TEL 03-3237-0061〈受付10時～19時 日・祝休〉 http://www.kioi-hall.or.jp

8・9月放送予定　毎週日曜日22：30～23：00 ニッポン放送

8月1・8日 北海道放送公開録音「映画のなかの音楽」
指揮：小松長生　管弦楽：札幌交響楽団
マスカーニ：歌劇「カヴァレリア・ルスティカーナ」より間奏曲ほか

15・22日 アルゲリッチ音楽祭　シューマン：ピアノ協奏曲イ短調作品54ほか
29日・9月5日第14回新日鉄音楽賞記念コンサート ソプラノ：天羽明惠

ピアノ：ジークムント・イェルセット フルート：白尾　彰
ヘンデル：歌劇「アルチーナ」より アリア“また私を喜ばせに来て”ほか

12・19日 スーパー・ヴァイオリン・アンサンブル ヴァイオリン：漆原啓子、漆原朝子ほか
J.S. バッハ：シャコンヌほか

一部地域により、放送局・放送時間が異なる場合があります。

紀尾井ホール新日鉄コンサート

三村社長　IRで欧米機関投資家を訪問
騰による影響と安定調達のため
の対応、国内鋼材販売価格改定
の取り組みなどについて関心が
集中した。
また当社の財務戦略について
は、有利子負債の中期計画前倒
し達成、減損会計の早期適用を
含む一連の会計制度変更対応の
完了、安定配当から業績連動へ
の方針変更について評価を得た。
一方で、国内外鉄鋼他社と比

６月初旬の４日間、三村社長
がロンドン、ボストン、ニュー
ヨークの機関投資家約40社を訪
問。当社の中期計画初年度の成
果および足下の事業環境を踏ま
えた戦略と業績見通しについて
説明を行った。中国を中心とす
るアジアの旺盛な需要と今後の
成長の行方、製造業をはじめと
する企業業績改善に牽引される
国内経済の回復、国際的資源高

較した当社の収益水準や安定操
業をベースとしたコスト削減の
達成についての質問もあり、今
年度業績見通しを上回る一層の
収益改善と財務体質強化に強い
期待が寄せられた。
昨年からの外国人株主比率の

増加に象徴されるように投資家
の当社に対する関心は高く、活
発な議論が行われ、十分な手応
えを実感した。

チタン事業部発足20周年記念パーティーを開催
産・販売で協力いただいた来賓
各社へは、チタン製の感謝状が
贈呈され、参加者は事業の新た
な発展を誓い合った。

７月２日、チタン事業部の発
足20周年を記念し、チタン部OB
および関係者の総勢100余名によ
る記念パーティーが、本社２階
ホールにて開催された。宮本副
社長の乾杯に続き、20年の歴史
を振り返るスライド上映が行わ
れた。また、チタン事業に生

国内最大規模の「水素ステーション」を建設 ～愛・地球博の燃料電池バスへの水素供給施設～

事業）の一環で、国内最大規模
の水素充填能力を備えた水素ス
テーション２基が設置される。
新日鉄と日本酸素㈱は、製鉄
副生水素（コークス炉ガスから
の精製水素）を供給源とする水
素ステーション建設を受託し、
東邦ガスと日本酸素は、都市ガ
スを原料とする水素を主な水素
供給源とする水素ステーション

新日鉄、日本酸素㈱および東
邦ガス㈱は、2005年日本国際博
覧会に走行する燃料電池バスへ
の燃料供給を目的とした「水素
ステーション」を瀬戸会場バス
ターミナル（愛知県瀬戸市）の
敷地内に建設する。これは（財）
エンジニアリング振興協会の
「固体高分子形燃料電池システム
実証等研究」（経済産業省の補助

建設を受託した。２種類の水素
供給源を組み合わせることで高
効率運転が可能となり、高い柔
軟性と信頼性が確保され、この
水素ステーション建設は、燃料
電池バスの運行を支援すると同
時に、大規模水素ステーション
を高効率で操業する実証運転と
しても用いられる。

「エコライフ・フェア2004」に出展
います! 環の国を支える鉄のリサ
イクル」をテーマとしたパネル
展示や、地球温暖化問題の現状
や課題を分かりやすくまとめた
パンフレット「もっと知りたい地
球温暖化キーワードA to Z」によ
り、①鉄鋼業の地球温暖化対策、
②廃プラスチックのリサイクル、
③鉄のリサイクルなどを紹介す

新日鉄は、東京・渋谷で開催
された環境省主催で今年15回目
を迎える「エコライフ・フェア
2004」（６月５日（土）、６日
（日））に出展した日本鉄鋼連盟
ブースに協力した。同フェアに
は２日間で約５万5,000人が来場、
大盛況となった。
鉄鋼連盟ブースでは、「進めて

るとともに、クイズ・ゲームを通
じて鉄鋼業の環境問題への取り組
みを楽しく学べる内容とした。
当社は、小中学生などを対象に
環境への取り組みやモノづくりを
分かりやすく紹介した絵本“新・
モノ語りシリーズ”をクイズ・ゲ
ームへの賞品として提供し、大好
評だった。

お問い合わせ先　広報センター
TEL 03-3275-5023

発色加工を施した
チタン製感謝状

お問い合わせ先　チタン事業部　
TEL 03-3275-7994

新日鉄発信のプレスリリースは、ホームページ www.nsc.co.jp に全文が掲載されていますのでご参照ください。

お問い合わせ先　財務部IRグループ
TEL 03-3275-5037

東邦チタニウム
野上一治社長と
小原事業部長　

お問い合わせ先　環境部　
TEL 03-3275-6099

投資家に説明する三村社長（英国ロンドン）

完成予想図
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夏の夜はサマーナイトカーニバル2004『オー!トロピカーナ』

で、ラッキー機長やキャビンアテンダント役のヴィッキーた

ちが誘う南国ムードたっぷりのショーで“楽しいバカンス”

をご堪能ください! そして、好評のガスキャノンが登場し、

さらにパワーアップした『HANABIイリュージョン』（8月7日

～15日）は迫力満点です。また、新登場したグリーティン

グパレード『リズミック』は9月も開催。お見逃しなく!

（開催日は要お問合わせ）

●お問い合わせ先

スペースワールド・インフォメーションセンター
TEL. 093-672-3600
URL http://www.spaceworld.co.jp/

にぎやかな夏祭り
★ギャラクシーサマーパーティ★開催中!! ～8月31日

モーニング娘“熱っちい地球を冷ますんだっ”文化祭2004～STOP!  地球温暖化～

※0～3歳・65歳以上の方は無料

大人（12歳～64歳）小人（4歳～小学生）

フリーパス 3,800円 2,800円

に、絵本が目当ての多くの子供
やお母さんがチャレンジし、用
意した絵本が途中で品切れるほ
どだった。「お母さんたちは、製
鉄所のプラスチックリサイクル
への関心が高く、当社の良いPR
になりました。また、お父さん
たちには製鉄所で水素ができる
ことを知ってもらう良い機会に
なりました」（事業創出センター
原田健夫マネジャー）。

新日鉄は、６月19日～20日に
幕張メッセ開催された「モーニン
グ娘。“熱っちい地球を冷ますん
だっ”文化祭2004～STOP!地球温
暖化～」に、「廃プラスチックリ
サイクル」と「製鉄副生ガス利用
水素製造」の２テーマを出展し
た。来場者は合計７万人と大盛
況で、当社のブースには400名以
上が来場、絵本「新・モノ語り」
をプレゼントにした「エコクイズ」

６月28日～７月２日にパシフ
ィコ横浜で開催された「世界水
素エネルギー会議（WHEC15）」
にも当社の取り組みを出展。同
会議は30年の歴史をもつもので、
世界53カ国、1,700人が参加し今
回は過去最大の規模となった。

スペースワールド通信

第30回優秀環境装置表彰で「会長賞」を新日鉄グループでダブル受賞！

社の船舶搭載型油回収装置「シ
クロネ」が国内で28基稼働して
いる。「エリミナ」は「シクロネ」
の技術を応用した新機種として
期待されている。

「エリミナ」は、油回
収環境として最も過酷な
寒冷海域での油回収作業
を想定し開発されたフロ
ート搭載式油回収装置。
寒冷海域に加えて、湖
沼・河川・港湾・沿岸域
等広範囲な環境での適用
が期待されている。北海道開発
局、日本作業船協会との共同開
発で、特に北海道など寒冷海域
における油の高粘度化、高波浪
および氷塊等の海象条件下でも
対応できる。また、油流出状
況・油種等に対応し、船上から
の油回収作業だけでなく、陸上
での油回収も可能。
これまで、波浪に強く幅広い
粘度に対応可能な装置として同

オゾン層の保護と地球温暖化
の抑制の観点から、フロン類の
回収と破壊が喫緊の課題になっ
ているが、「フロン類破壊装置」
は、この課題に応えたフロン類
を無害化（破壊）する装置。装置
技術の母体である「液中燃焼装
置」（同社開発）は、化学工場な
どで発生する廃液や廃ガスを安
全かつ確実に燃焼分解（熱分解）
する装置として半世紀近くの実
績がある。特に、塩素を含有す
る有機物の無害化処理や塩酸回
収に優れている。同社は、これ
らの技術をフロン等フッ素含有
廃液と廃ガスの処理に応用し、
「フロン類破壊装置」を開発した。
第１号機が1992年に完成して

以来日本、英国、中国に15基納

入しており、日本では、フロン
製造会社の大手の大半が、同社
の装置を導入している。地球環
境保護のためにCDM案件を含め
この装置への期待度は高い。

お問い合わせ先　
経営企画部事業創出センター
TEL 03-3275-5428

「’04あさひかわ工業技術交流会」で文藝春秋掲載の当社広告を展示
部のパートナーであり、特徴あ
る鋼構造物、鉄骨建築物の設
計・施工なども手がける田島工
業㈱田島喜幸社長が開催委員会
会長を務めた。地域の機械金属
関連業界からの情報発信を目指
す交流会として回を重ね、６回

北海道旭川市で行われた「’04あ
さひかわ工業技術交流会」で、当
社制作の学習絵本『新・モノ語
リ』の配布と文藝春秋掲載の広告
パネルの展示が行われた。「’04あ
さひかわ工業技術交流会」では、
当社のお客様であり、建築事業

目の今回は、「産学官連携」を中
心に据え、「新たな発見!あさひか
わの技術」をテーマに83企業・団
体の参画があった。来場者も
8,000人を超えるなど大盛況で、
配布した『新・モノ語り』も好評
で300部すべて途中で無くなった。

（社）日本産業機械工業会主催、経済産業省後援による「第30回優秀環境装置表彰（＊）」で、このたび新日鉄グループの２社が「会長賞」
を受賞した。 ＊ 多様化しつつある地球規模での環境問題に対応するため、優秀な環境装置の開発・普及促進に成果をあげた企業を表彰するもの。

（株）テトラ／新型油回収装置「エリミナ」 日鉄化工機（株）／「フロン類破壊装置」

お問い合わせ先　㈱テトラ
環境事業本部　環境商品部　

TEL 03-5444-1708  FAX 03-5444-1722
http://www.tetra.co.jp

http://www.tetra.co.jp/e/cyclo.html

お問い合わせ先
日鉄化工機㈱営業部

TEL 03-5399-3513  FAX 03-5399-3758
http://www.nce-ltd.co.jp

『HANABIイリュージョン』 © SPACE WORLD,INC
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